
第3回地域経済の持続可能な発展会議

吉田凌太

2023.7.13



吉田凌太

慶應義塾大学メディアデザイン研究科修士2年
発展会議 公募委員 / Setagaya Port Youth

世田谷区生まれ、育ち



世田谷区に在住/在学する20代の目線で

世田谷区での生活や感じる想いを

可視化して、伝えることで知ってもらう



若者は何を思うか？

（インタビュー調査）

次世代の声を聞きながら、街のあり方を考える。

2035年の働き方は？
（インタビュー/
参考資料）

今何ができる？

（提案の提示）



世田谷区との関わりは？

世田谷区で暮らす上での不便は？ 

不便をどのように解決した？

行政や産業ビジョンに興味を持ったことは？

世田谷区で今後挑戦してみたいことは？

挑戦する上で障壁になっていることは？

世田谷区在学・在住の学生へのインタビュー

以上の項目を中心に、20分程度でインタビュー。抄録は付属資料にて確認ください。



学生の声①：「一人で何か参加するのは怖い」

「世田谷区のイベントや祭りなどに一人で参加するのは気が引けるが

友達や教授から紹介してもらえるなら、安心して参加できる」

「社会問題とかにかなり関心興味はあるが、議会では専門分野がない

と発言権がない印象があり、参加するのは難しい」



学生の声②：「人に触れて初めて、良さを知る」

「上京してきた立場で、初めは何も繋がりもなかった。コミュニティ

に参加したり、学校で基本振興計画を作ったりする中で

世田谷区を知るようになり、関心を持ち始めた」

「研究や活動を展開する中で、世田谷区の職員の方と触れる機会があ

り世田谷区の人が協力的で、素晴らしい街であると気付いた」



学生の声③：「色々挑戦したいが、結局わからない」

「路上駐車を対象に社会実験を研究として行いたい。

ただどこに申請や承認を貰えばいいかわからない」

「古着をテーマに下北沢で事業を起こしてみたい。

古着事業を展開する方や、

それに興味があるコミュニティがあれば話聞きたい」



感じたこと / 仮説

身の回りのつながりや機会があり、参加しやすい環境があれば、

「参加してみようか」という行動に繋がりやすい

政治や行政に対しては関わり難いイメージや先入観があるが、

ただ関わる機会さえあれば、地域に関心を持つ機会になりうる

自分の身の回りのことで実験的にやってみたいことはあるが、

誰にどうやって相談するかがわからず、自己完結してしまう



SHIBUYA109 lab.『Z世代の仕事に関する意識調査より引用（https://shibuya109lab.jp/article/230222.html）

収入や経験の増加 ＜ 仕事内容やワークライフバランス



仕事で人生を充実 <  仕事は私生活を充実させる資金集めの手段

SHIBUYA109 lab.『Z世代の仕事に関する意識調査より引用（https://shibuya109lab.jp/article/230222.html）



SHIBUYA109 lab.『Z世代の仕事に関する意識調査より引用（https://shibuya109lab.jp/article/230222.html）

半数以上が社会的課題の解決、参加に関心を持っている



https://woman.nikkei.com/atcl/column/23/121500277/042100004/https://www.businessinsider.jp/post-270990



将来のことなんてわからないけど、家族や親しい人と一緒に

色々と楽しいことができたらいいと思う。

一つの会社に所属して働かなくても、楽しく色々なことやってみたい。

将来どうなるかわからない心配と、自分のこれまでの経験を鑑みて、

今社会で起きている問題に少しでも貢献できたら良い。

一人だと難しいから、興味ある人と連携してできたらいいよな

自分の仕事やお金稼ぎの仕事とは別で、ネットワークや豊かさを

享受できる場所や機会は絶対に欲しい。

それがないと生きがいがないし、生活しててもワクワクしない。



「選択肢が多様化している世の中だからこそ、

小さく、面白いことをどこかでやってみたい！」



区民自らが挑戦し、地域をクエストしていくために

課外活動で参加！

副業で事業展開！

街中で社会実験！

中小企業の事業承継！



区内で新しく何か挑戦してみたいと思う若年世代

（＊決して若年世代に限定されるわけではない）

自由に挑戦できる土壌を作り、推進していくための支援

わからないことや失敗してしまったケースに対する援助

世田谷区と区民との接点を作るコミュニケーション/メディア

1.
2.
3.

がっつり起業でなくとも、ライトな形で何かできる環境！

区内の事業者、プロボノ、コミュニティに参画しやすい！！

行政、教育、ビジネスの垣根が低く、互いに刺激がある環境！

1.
2.
3.



「デザイン＝価値創造」であり、可能性は無限大

佐賀県職員採用ページ（https://saga-saiyou.net/future/3/）


